平成17年(ラ)第１３５５号 遺伝子組換え稲の作付け禁止等仮処分即時抗告事件
債　権　者　　山　田　 　稔　ほか１１名
債　務　者　　(独) 農業・生物系特定産業技術研究機構

証　拠　説　明　書 （12）
２００５年９月１６日
東京高等裁判所 民事第５部  御中
　　　　　　　　　　　　　　　　債権者ら訴訟代理人弁護士　柳　原　　敏　夫
　書証（107の6、7・115～116）

疎甲号証
標　　　　　目
(原本・写しの別)
作　成
年月日
作成者
立　証　趣　旨
備考

１０７

の６、７
本野外実験中止の申入書
写し
2005.9.
(株)よつ葉ホームテリバリー京滋

くらしを耕す会
　債務者の本野外実験に反対し、中止を求める声が全国の消費者の間に広がっている事実。




１１５
報告書
原本
2005.9.13


産業技術総合研究所

生物機能工学研究部門主任研究員金川貴博
本野外実験について、国の承認を得るために債務者が作成・申請した第一種使用規程承認申請書（疎甲２１）中に、最も重要で基本的な点について虚偽の記載があること。


疎甲19、80、91の陳述書の作成者

１１６
要望書
原本
2005.9.13
山形大学理学部物質生命化学科　教授

西田　雄三
本野外実験の中止を求める仮処分申立てが却下されたことに対して、本野外実験においてディフェンシン耐性菌が出現する可能性があり、その危険性の重大さのゆえに、再度、実験の即時中止を要望すること。


疎甲94の作成者

以　上
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